
Ｈｉｂ髄膜炎はワクチンで防げます！

 　今までＨｉｂワクチンがなかった日本では、４歳の

お誕生日を迎える前のお子さんのほとんどがＨｉｂに

対する抵抗力（抗体といいます）をもっていません。

ふだんの生活の中でＨｉｂにさらされる機会はいく

らでもありますが、乳幼児では自然には抗体ができ

ないのです。でもご安心ください。ワクチンには抗

体をつくらせるための特別な工夫があって、ワクチ

ンをうけたお子さんがＨｉｂによる重症の病気にか

からないことは実証済みです。乳幼児では、ワクチ

ンがＨｉｂ髄膜炎を防ぐ唯一の方法なのです。

Ｈｉｂワクチンの実際
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  1 9 9 0年代にはいって欧米を中心にＨｉｂワク

チンが導入され、1998年、ＷＨＯ（世界保健機関）は

乳児への定期接種を推奨する声明を出しました。現

在、アジアやアフリカの国々を含む100カ国以上で

導入されて、90カ国以上で定期接種プログラムに組

み込まれています（速＆）。その効果は、グラフのデ

ンマークの例のように劇的です（速＊）。このよう

にすでに定期接種している国では、{‰¶髄膜炎が

過去の病気となりました。

病気で日本の子どもたちが苦しんでいる現実を変え

なければなりません。

図２．デンマークにおけるＨｉｂ髄膜炎の発生数の推移
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　ＷＨＯが提案しているように、国や自治体の責任

で誰もが無料でうけられる「定期接種」としてＨｉｂ

ワクチンが認可されるように、日本外来小児科学会

では国に強く要望しています。多くの国から消えた

１００ヵ国以上で導入されている／2005

（ＷＨＯの推奨により、９４ヵ国で定期接種に組み込まれている／2003）

図１．Hi bワクチンがまだ導入されていない国
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 @Ｈｉｂはヒトに髄膜炎や喉頭蓋炎（コラム参照）

を引き起こす細菌です。正式にはインフルエンザ菌

ｂ型（ヘモフィルス・インフルエンザｂ型）ですが

一般的にＨｉｂ〈ヒブ〉と呼ばれています。名前に

「菌」がつくとおり細菌です。冬に流行するインフ

ルエンザは、インフルエンザウイルスＡソ連型/Ａ

香港型 /Ｂ型の感染としてよく知られています

が、細菌であるＨｉｂはまったくの別ものなのです。

Ｈｉｂは、子どもの鼻の奥やノドにすんでいます

Ｈｉｂ駢沚路

　髄膜は大事な脳や背骨の中を通る脊髄をおおって

いる膜です。その中に細菌が入りこんで炎症をおこ

すのが細菌性髄膜炎です。脳をつつむ大事な場所の

感染症なので、生命に関わることや治っても難聴や

けいれんなどの後遺症を残すことが少なくありませ

ん。でも残念ながら、現在の医学では発熱早期での
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インフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ：ヒブ）
には 、なぜ「インフルエンザ」という
名前がついているの？


